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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水から微量汚染物質、特に薬剤を除去するために設けられる水処理装置であって、
　少なくとも１つの動作状態で水を少なくとも１回ろ過をするために設けられた少なくと
も１つのフィルタユニット（１０ａ～１０ｃ）であり、少なくとも２つの端部分（１４ａ
～１４ｃ、１６ａ～１６ｃ）を有する少なくとも１つの管状フィルタ要素（１２ａ～１２
ｃ）を備える少なくとも１つのフィルタユニット（１０ａ～１０ｃ）と、
　前記微量汚染物質を少なくとも１つの動作状態で少なくとも部分的に吸着する少なくと
も１つの吸着ユニット（１８ａ～１８ｃ）と、
を備え、
　前記端部分（１４ａ～１４ｃ）と前記端部分（１６ａ～１６ｃ）とが組立状態のときに
０°～９０°の内角を囲んでおり、
　前記フィルタ要素（１２ａ～１２ｃ）が前記組立状態でＵ字形状に湾曲されており、
　前記フィルタユニット（１０ａ、１０ｂ）が少なくとも１つの別のフィルタ要素（２２
ａ、２２ｂ）を備え、前記別のフィルタ要素（２２ａ、２２ｂ）は、前記フィルタ要素（
１２ａ、１２ｂ）と少なくとも同等に形成され、前記フィルタ要素（１２ａ、１２ｂ）を
少なくとも部分的に取り囲んでおり、
　前記フィルタユニット（１０ａ、１０ｂ）は、前記フィルタ要素（１２ａ～１２ｃ）の
群（２８ａ，２８ｂ）と、前記別のフィルタ要素（２２ａ、２２ｂ）の別の群（３０ａ、
３０ｂ）とを備え、群からなる前記フィルタ要素はメッシュ手段によって束ねられており
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、
　前記フィルタ要素（１２ａ、１２ｂ）が前記組立状態で主広がり面（２４ａ）を含み、
前記別のフィルタ要素（２２ａ、２２ｂ）が前記組立状態で別の主広がり面（２６ａ）を
含み、前記別の主広がり面（２６ａ）が前記フィルタ要素（１２ａ、１２ｂ）の前記主広
がり面（２４ａ）とは異なっており、
　前記フィルタ要素（１２ａ、１２ｂ）の前記主広がり面（２４ａ）と前記別のフィルタ
要素（２２ａ、２２ｂ）の前記別の主広がり面（２６ａ）とが互いに或る角度をなして配
置されており、
　前記主広がり面（２４ａ）と前記別の主広がり面（２６ａ）とが互いに２０°～１６０
°の異なる角度をなして配置される、水処理装置。
【請求項２】
　前記組立状態で前記端部分（１４ａ～１４ｄ、１６ａ～１６ｄ）を互いに対して固定的
に配置する保持要素（２０ａ～２０ｄ）を有することを特徴とする、請求項１に記載の水
処理装置。
【請求項３】
　前記フィルタユニット（１０ｃ）が少なくとも管状であることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の水処理装置。
【請求項４】
　前記吸着ユニット（１８ｄ）が少なくとも管状であることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか一項に記載の水処理装置。
【請求項５】
　前記フィルタユニット（１０ａ～１０ｄ）が内部に少なくとも部分的に配置されるフィ
ルタハウジング（３２ａ～３２ｄ）を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれか
一項に記載の水処理装置。
【請求項６】
　前記吸着ユニット（１８ａ～１８ｃ）が内部に少なくとも部分的に配置される吸着ハウ
ジング（３４ａ～３４ｃ）を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記
載の水処理装置。
【請求項７】
　前記フィルタハウジング（３２ａ～３２ｃ）が流れの方向に対して前記吸着ハウジング
（３４ａ～３４ｃ）の上流側に配置されていることを特徴とする、請求項５および６に記
載の水処理装置。
【請求項８】
　前記吸着ハウジング（３４ａ～３４ｃ）および前記フィルタハウジング（３２ａ～３２
ｃ）を前記組立状態で互いに連結する連結ユニット（３６ａ～３６ｃ）を有することを特
徴とする、少なくとも請求項５および６に記載の水処理装置。
【請求項９】
　前記フィルタハウジング（３２ａ～３２ｃ）および前記吸着ハウジング（３４ａ～３４
ｃ）を互いに隔てるとともに、少なくとも前記吸着ハウジング（３４ａ～３４ｃ）を少な
くとも一方の側から少なくとも部分的に閉鎖する少なくとも１つのスクリーンユニット（
３８ａ～３８ｃ）を有することを特徴とする、すくなくとも請求項５および６に記載の水
処理装置。
【請求項１０】
　前記組立状態で、前記吸着ハウジング（３４ａ～３４ｄ）および前記フィルタハウジン
グ（３２ａ～３２ｄ）が内部に配置され、開口部（４２ａ～４２ｄ）を備えるカートリッ
ジ（４０ａ～４０ｄ）であって、前記開口部（４２ａ～４２ｄ）が前記軸線方向（４４ａ
～４４ｄ）を考慮して前記周方向（４６ａ～４６ｄ）に互いに対してオフセットして配置
されている、カートリッジ（４０ａ～４０ｄ）を有することを特徴とする、少なくとも請
求項５および６に記載の水処理装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に記載の水処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水から汚染物質を除去すべく水を処理するためにフィルタユニットおよび吸着ユニット
を使用する水処理装置が既に開発されている。しかし、処理効率は水中に含まれている汚
染物質のほとんどに対して十分であるのに対し、この種の水処理装置の微量汚染物質（ｍ
ｉｃｒｏ－ｐｏｌｌｕｔａｎｔｓ）に対する処理効率は顕著に低下する。その理由は、こ
れらの汚染物質は一方では非常に低い濃度で存在し、他方では少なくとも相当に低い分子
量を有するからである。個々の微量汚染物質の濃度は、通常は環境および人間の臨界許容
限度より下にあるが、様々な微量汚染物質の和パラメータが考慮されていない。したがっ
て、水からこれらの汚染物質をより高い効率で除去することは非常に重要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、特に、この種の装置の効率、特に処理効率に関して改善した特性を有
する装置を提供することである。この目的は、本発明によれば請求項１の特徴によって達
成されるのに対して、本発明の好適な実施形態および発展形は従属請求項から得られる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、水から微量汚染物質、特に薬剤を除去するために設けられる水処理装置に関
し、この水処理装置は、少なくとも１つの動作状態で水を少なくとも１回ろ過をするため
に設けられた少なくとも１つのフィルタユニットであって、少なくとも２つの端部分を有
する少なくとも１つの管状フィルタ要素を備える少なくとも１つのフィルタユニットと、
微量汚染物質を少なくとも１つの動作状態で少なくとも部分的に吸着する少なくとも１つ
の吸着ユニットとを備える。
【０００５】
　端部分は組立状態のときに０°～９０°の内角を囲むことが提案される。効率、特に処
理効率は結果として改善され得る。特に、クロスフローろ過の場合の流量が改善され得る
。
【０００６】
　「設けられる（ｐｒｏｖｉｄｅｄ）」という用語は、ここでは特に、特別に設計されか
つ／または装備されることを意味すると理解されるべきである。物体が特定の機能のため
に設けられることは、特に、その物体が少なくとも１つの適用例および／または動作状態
でこの特定の機能を果たしかつ／または実行することを意味すると理解されるべきである
。「水処理装置」は、特に、水、特に飲料水を処理する、精製する（ｐｕｒｉｆｙｉｎｇ
）、浄化する（ｃｌａｒｉｆｙｉｎｇ）、清浄にする（ｃｌｅａｎｉｎｇ）、かつ／また
はパージする（ｐｕｒｇｉｎｇ）ために設けられ、好適には、微量汚染物質を、特に、微
量汚染物質が水からろ過されかつ／または吸着され、特に吸収されかつ／または特に好ま
しくは吸着されることで除去するために設けられる装置を意味すると理解されるべきであ
る。水処理装置は、特に、水処理カートリッジ、水処理用システム、および／または下水
処理プラントなどの水処理プラントの特に少なくとも一部、特に部分組立体である。特に
、水処理装置は、水処理カートリッジ、水処理用システム、および／または水処理プラン
トを完全に備えることができる。特に、水処理装置は、家庭給水設備に、好ましくは給水
栓に好適には直接連結することができ、特に、流れ方向に関してそれらの設備の上流側に
配置される。水処理装置の「動作状態」は、特に、水が水処理装置に十分に流される状態
を意味すると理解されるべきである。「微量汚染物質（ｍｉｃｒｏ－ｐｏｌｌｕｔａｎｔ
ｓ）」という用語は、特に、低濃度で、より具体的には特に１０，０００ｐｐｍ未満、好
ましくは１０００ｐｐｍ未満、より好ましくは１００ｐｐｍ未満、特に好ましくは１０ｐ
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ｐｍ未満の濃度で水中に存在し、特に水中に溶解している、工業化学物質、薬剤、特にカ
ルバマゼピン、スルファメトキサゾール、ジクロフェナクおよび／またはエチニルエスト
ラジオール、重金属、および／または農薬などの汚染物質を意味すると理解されるべきで
ある。特に、微量汚染物質の分子量は、１００ｋＤａ未満、好ましくは１０ｋＤａ未満、
より好ましくは１ｋＤａ未満、特に好ましくは０．１ｋＤａ未満である。
【０００７】
　「吸着ユニット」は、特に、少なくとも１つの吸着要素を有するユニットを意味すると
理解されるべきであり、このユニットは、微量汚染物質、特に溶解微量汚染物質を、特に
少なくとも１つの吸着体、好ましくは複数の吸着体を用いて、より具体的には特に表面上
に、好ましくは空洞内に、特に好ましくは吸着体の細孔内に少なくとも概ねしっかりと結
合しかつ／または吸着するために設けられる。特に、微量汚染物質を結合するための下に
ある吸着機構は共有結合とは異なる。吸着要素は、好適には、クーロン相互作用および／
またはファンデルワールス相互作用によって微量汚染物質を少なくとも概ねしっかりと結
合するために設けられる。「微量汚染物質を少なくとも概ねしっかりと結合する」という
表現は、特に、吸着した微量汚染物質が、洗い流し試験において、結合物質量の最大で１
パーセント、好適には最大で０．５パーセント、好ましくは最大で０．１パーセント程度
を少なくとも１時間、好適には少なくとも２時間、好ましくは少なくとも４時間の期間内
に水で洗い流すことにより洗い落とされることを意味すると理解されるべきである。吸着
ユニットは、特に少なくとも部分的に化学的に再生可能である。「化学的に再生可能な（
ｃｈｅｍｉｃａｌｌｙ　ｒｅｇｅｎｅｒａｂｌｅ）」という用語は、特に、少なくとも１
つの吸着体が化学反応によって再生され得ることを意味すると理解されるべきである。特
に、吸着体は、酸および／または灰汁、好ましくは水酸化ナトリウムによって化学的に再
生され得る。吸着体は、特に、食塩水、好ましくはＮａＣｌ溶液によっても化学的に再生
可能である。別法としてまたは追加として、吸着体は、特に例えば熱および／または電磁
放射の形でエネルギーにさらされることにより、特に光、好ましくは紫外線光にさらされ
ることにより再生され得る。吸着ユニットは、特に、好適に透水性の固体ブロックとして
または充填物として形成され、この固体ブロック／充填物は、少なくとも１つの吸着要素
によって少なくとも部分的に形成される。
【０００８】
　吸着ユニットは好ましくは、少なくとも１つの特異的吸着要素および／または非特異的
吸着要素を備える。「非特異的吸着要素（ｎｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ａｄｓｏｒｐｔｉ
ｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）」は、特に、少なくとも１つの非特異的吸着体を備える吸着要素
を意味すると理解されるべきであり、この吸着要素は、複数の微量汚染物質を化学的に非
特異的に、特に同程度に、好ましくは微量汚染物質の官能基および／または微量汚染物質
の電荷とは無関係に吸着するために設けられる。非特異的吸着体は、特に様々な微量汚染
物質を立体的に依存する形で吸着するために設けられる。非特異的吸着要素は、好適には
複数の非特異的吸着体を備えることができる。「特異的吸着要素（ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ａ
ｄｓｏｒｐｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）」は、特に、少なくとも１つの特異的吸着体を備
える吸着要素を意味すると理解されるべきであり、この吸着要素は、特定の微量汚染物質
を化学的または物理的に特異的な形で、特に異なる程度に、好ましくは微量汚染物質の官
能基および／または微量汚染物質の電荷に依存して吸着するために設けられる。特異的吸
着体は、特に、いくつかの微量汚染物質を立体的に独立に吸着するために設けられる。特
異的吸着要素は、好適には複数の特異的吸着体を備えることができる。
【０００９】
　別法としてまたは追加として、吸着ユニットは、別の本体、例えばフィルタユニットと
少なくとも部分的に一体に、より具体的には好適には含侵および／またはコーティングの
形で形成され得る。「少なくとも部分的に一体に形成される（ｆｏｒｍｅｄ　ａｔ　ｌｅ
ａｓｔ　ｐａｒｔｉｉａｌｌｙ　ｉｎ　ｏｎｅ　ｐｉｅｃｅ）」という表現は、この文脈
では特に、少なくとも１つの物体の少なくとも１つの構成要素が少なくとも１つの別の物
体の少なくとも１つの構成要素と一体に形成されることを意味すると理解されるべきであ
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る。「一体に（ｉｎ　ｏｎｅ　ｐｉｅｃｅ）」という用語は、特に、少なくとも物質間接
合によって、例えば溶接プロセス、接着プロセス、射出成形プロセス、および／または当
業者に好適に見える別のプロセスによって連結されることを意味すると理解されるべきで
ある。「一体に」という用語は、好適には「一部分に（ｉｎ　ｏｎｅ　ｐａｒｔ）」を意
味すると理解されるべきでもある。「一部分に」という用語は、特に、例えば、鋳造から
生産することにより、および／または、好適には個別のブランクから一成分または多成分
射出成形法で、特に好ましくはスピニング法で、特に、フィルタユニットが一体化吸着体
で特に相反転プロセスで生産される反応スピニングなどの湿式スピニング法で生産するこ
とにより、単一部品に形成されることを意味すると理解されるべきである。
【００１０】
　「フィルタユニット」は、特に、フィルタ膜の細孔で微量汚染物質を保持することによ
り水から微量汚染物質を除去するために設けられる膜フィルタユニットを意味すると理解
されるべきである。フィルタユニットのフィルタ要素は、特にフィルタ膜として、好適に
は中空繊維フィルタ膜として形成され、フィルタ要素の壁がフィルタ膜を形成し、中空チ
ャンネルを形成する。原理的には、フィルタ要素は、水が閉鎖された中空チャンネルから
フィルタ要素を通って外部空間にまで通過するときに中空チャンネル内で誘導される水を
清浄にすることができ、したがって中空チャンネルを出た水が清浄にされる、あるいは、
フィルタ要素は、好ましくは外部空間から中空チャンネルに入る水を清浄にすることがで
き、次いでこの水は中空チャンネル内で清浄な状態で誘導される。フィルタユニットは特
に、少なくとも１つのフィルタ要素、好ましくは少なくとも５つのフィルタ要素、好まし
くは少なくとも１０個のフィルタ要素、特に好ましくは少なくとも２０個のフィルタ要素
を備える。
【００１１】
　物体の「端部分」は、物体の或る広がり範囲、特に主広がり範囲に沿って物体の先端ま
で延びる部分を意味すると理解されるべきである。端部分は、フィルタ要素に沿って特に
最大で１０ｃｍにわたって、好ましくは最大で５ｃｍにわたって、特に好ましくは最大で
１ｃｍにわたって延びる。
【００１２】
　「内角」は、特に、それぞれが２つの端部分の一方と平行に進む２つのベクトルで囲ま
れる角度であって、開口部を有するそれぞれの端部分の先端の方向を指す２つのベクトル
で囲まれる角度を意味すると理解されるべきである。
【００１３】
　特に、フィルタ要素は組立状態のときに少なくとも部分的に湾曲され、好ましくはルー
プ状にされる。フィルタ要素の特に効率的な配置を達成するとともに、好適には流量を増
大させるために、フィルタ要素は組立状態のときに少なくとも略Ｕ字形に湾曲されること
が提案される。フィルタ要素の２つの端部分は、特に、組立状態のときに互いに少なくと
も略平行であり、好適には逆行状態である。フィルタ要素は好ましくは、組立状態でフィ
ルタ要素の全範囲にわたってフィルタ要素と交差する主広がり面を有する。物体の「主広
がり面」は、特に、物体をちょうど完全に取り囲む最小想像直方体の最大側面と平行であ
りかつその直方体の中心点を走り抜ける平面を意味すると理解されるべきである。「略平
行な（ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ　ｐａｒａｌｌｅｌ）」という用語は、ここでは特に
、特に平面内の基準方向に対する方向の向きを意味すると理解されるべきであり、この方
向は、基準方向に対して特に８°未満、好適には５°未満、特に好適には２°未満の偏差
を有する。
【００１４】
　水処理装置は保持要素を備え、保持要素は組立状態で端部分を互いに対して固定的に配
置することも提案される。フィルタ要素の２つの端部分は、特に、組立状態で保持要素に
、好ましくは少なくとも物質間接合で固定的に連結される。保持要素は、好適には、バイ
ンダ（ｂｉｎｄｅｒ）、例えば接着剤、好ましくは樹脂、特に好ましくはエポキシ樹脂に
よって形成される。フィルタ要素、特にフィルタ要素の端部分は、特に端部分におけるフ
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ィルタ要素内への、特にフィルタ要素の壁内へのバインダの浸透が妨げられるように、特
に少なくとも部分的に密封される。組立て中に、端部分は、特に、まだ液体であるバイン
ダ内に配置される。バインダは好適には硬化される。硬化したバインダは、特に、フィル
タ要素の端部分の開口部が露出されるように研磨される。保持要素は、好ましくは円筒状
、管状かつ／または平面である。これによりフィルタ要素は簡単な方法で固定的に配置す
ることができる。
【００１５】
　フィルタユニットは少なくとも１つの別のフィルタ要素を備え、別のフィルタ要素はフ
ィルタ要素と少なくとも概ね同等に形成され、フィルタ要素を少なくとも部分的に取り囲
むことも提案される。「２つの物体が少なくとも概ね同等である」ということは、特に、
２つの物体は、特に組み立てられたときに、大部分が同じであり、好ましくは同じ形状お
よび特に同じ向きを有し、好ましくは単に製造公差および／または製造欠陥により互いに
異なることを意味すると理解されるべきである。特に、別のフィルタ要素は、フィルタ要
素と同様にループ状にされる。加えて、同等に形成されるフィルタ要素は、特に長さが互
いに異なり得る。フィルタ要素および別のフィルタ要素、特にフィルタ要素の端部分およ
び別のフィルタ要素の端部分は、少なくとも部分的に互いに少なくとも略平行にまたは好
ましくは逆行状態に配置される。「ある物体を別の物体が少なくとも部分的に取り囲む」
ということは、特に、最初に別の物体を通り、次いで第１の物体を通り、次いで別の物体
を再び通る少なくとも１つの真っすぐな線が存在することを意味すると理解されるべきで
ある。フィルタユニットは、追加フィルタ要素、特に多数の追加フィルタ要素、特にフィ
ルタ要素と少なくとも概ね同等に形成される追加フィルタ要素も備えることができ、追加
フィルタ要素はフィルタ要素および別のフィルタ要素を取り囲む。別法として、別のフィ
ルタ要素はフィルタ要素に隣接して配置され得る。特に、これにより設置スペースを縮小
することができ、フィルタユニットの充填密度は好適に改善することができる。
【００１６】
　本発明の好ましい一実施形態では、フィルタ要素は組み立てられたときに主広がり面を
有し、別のフィルタ要素は組み立てられたときにフィルタ要素の主広がり面とは異なる別
の主広がり面を有することが提案される。特に、フィルタ要素の主広がり面は、別のフィ
ルタ要素の別の主広がり面と少なくとも略平行に配置され得る。これによりフィルタ要素
の単純配置が達成され得る。
【００１７】
　本発明の別の好ましい実施形態では、フィルタ要素の主広がり面および別のフィルタ要
素の別の主広がり面は互いに角度をなして配置されることが提案される。フィルタ要素の
主広がり面および別のフィルタ要素の主広がり面の面法線は、少なくとも２０°、好まし
くは少なくとも５０°、特に好ましくは少なくとも８０°かつ／または特に最大で１６０
°、好ましくは最大で１３０°、特に好ましくは最大で１００°の角度を囲む。フィルタ
要素の主広がり面および別のフィルタ要素の別の主広がり面は、好適には互いに対して少
なくとも略直角に配置される。「少なくとも略直角に（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｓｕｂｓｔａ
ｎｔｉａｌｌｙ　ａｔ　ｒｉｇｈｔ　ａｎｇｌｅｓ）」という表現は、ここでは特に、基
準方向に対する方向の向きを意味すると理解されるべきであり、この方向および基準方向
は、特に平面内を考慮して、９０°の角度を囲み、この角度は特に、９０°からの最大偏
差が特に８°未満、好適には５°未満、特に好適には２°未満である。これによりフィル
タ要素を通る均一流動が達成され得る。
【００１８】
　特にフィルタユニットの充填密度および好適にはフィルタ要素を通る均一流動をさらに
改善するために、フィルタユニットはフィルタ要素の群およびフィルタ要素の別の群を備
えることが提案される。フィルタ要素の群は少なくとも１つの追加フィルタ要素、特に複
数の追加フィルタ要素を備え、１つ／複数の追加フィルタ要素はフィルタ要素と少なくと
も概ね同等に形成される。フィルタ要素の別の群は少なくとも１つの追加別のフィルタ要
素、特に複数の追加別のフィルタ要素を備え、１つ／複数の追加別のフィルタ要素は別の
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フィルタ要素と少なくとも概ね同等に形成される。群のフィルタ要素は、好ましくはメッ
シュによって束ねられる。特に、別の群の別のフィルタ要素のうちの少なくとも１つは好
ましくは、それぞれの場合、フィルタ要素の第１の群のフィルタ要素のうちの好ましくは
少なくとも１つを取り囲む。特に、別のフィルタ要素の別の群の別のフィルタ要素のうち
の少なくとも１つは好ましくは、それぞれの場合、少なくとも１つの主広がり面を有し、
少なくとも１つの主広がり面は、それぞれの場合、少なくとも好ましくは、フィルタ要素
の第１の群の少なくとも１つのフィルタ要素の少なくとも主広がり面とは異なる。別法と
してまたは追加として、フィルタユニットは、上記群あるいは特にフィルタ要素および別
のフィルタ要素を好適に取り囲む追加フィルタ要素を有する追加群のうちの１つだけを備
えることができる。
【００１９】
　本発明の好ましい一実施形態では、フィルタユニットは少なくとも略管状であることが
提案される。フィルタユニットのフィルタ要素は、好ましくは円形に配置され、フィルタ
ユニットの管壁を少なくとも部分的に形成する。管状フィルタユニットは特に管チャンネ
ルを形成し、吸着ユニットは、好適には管チャンネル内に少なくとも部分的に配置され得
る。これにより設置スペースをさらに縮小することができる。
【００２０】
　本発明の別の好ましい実施形態では、吸着ユニットは少なくとも略管状であることが提
案される。管状吸着ユニットは特に管チャンネルを形成し、フィルタユニットは、好適に
は管チャンネル内に少なくとも部分的に配置され得る。これにより設置スペースをさらに
縮小することができる。
【００２１】
　吸着ユニットを損傷から保護するために、水処理装置はフィルタハウジングを備え、フ
ィルタユニットはフィルタハウジング内に少なくとも部分的に配置されることが提案され
る。フィルタハウジングは特に中空円筒として形成され、中空円筒は好ましくはフィルタ
ユニットを部分的に取り囲む円筒ジャケット（ｃｙｌｉｎｄｅｒ　ｊａｃｋｅｔ）を有す
る。フィルタユニットは、特に、フィルタハウジング内に８０％未満程度、好ましくは６
０％未満程度、特に好ましくは４０％未満程度配置される。円筒ジャケットはまた、特に
、保持要素を少なくとも部分的に、好ましくは少なくともかなりの程度まで、特に好まし
くは完全に取り囲む。特に、保持要素は物質間接合によってフィルタハウジングに連結さ
れる。
【００２２】
　フィルタユニットを損傷から保護するために、水処理装置は吸着ハウジングを備え、吸
着ユニットは吸着ハウジング内に少なくとも部分的に、特にかなりの程度まで、好ましく
は完全に配置されることが提案される。吸着ハウジングは特に中空円筒として形成され、
中空円筒は好ましくは、吸着ユニットを少なくとも部分的に、特に少なくともかなりの程
度まで、好ましくは完全に取り囲む円筒ジャケットを有する。「少なくともかなりの程度
まで（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｔｏ　ａ　ｌａｒｇｅ　ｅｘｔｅｎｔ）」という表現は、ここ
では特に、５０％超、好適には６５％超、好ましくは７５％超、特に好ましくは８５％超
、特に好適には少なくとも９５％を意味すると理解されるべきである。これにより吸着ユ
ニットは損傷から保護され得る。
【００２３】
　フィルタハウジングは流れ方向に関して吸着ハウジングの上流側に配置されることも提
案される。特に、フィルタハウジング内に配置されるフィルタユニットは、流れ方向に対
して、吸着ハウジング内に配置される吸着ユニットの上流側に配置される。これにより、
効率的な配置、特に吸着ハウジングを通る結果として生ずる効率的な流れが達成され得る
。
【００２４】
　特に、フィルタハウジングおよび吸着ハウジングは互いに一体に形成されることが考え
られる。水処理装置の適応性、特に顧客にとっての利便性を向上させるために、また水処
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理装置の個々の構成要素が交換されることを可能にするためにも、水処理装置は連結ユニ
ットを備え、連結ユニットは、吸着ハウジングおよびフィルタハウジングを、これらのハ
ウジングが組立状態にあるときに互いに連結することが提案される。連結ユニットは、特
に、吸着ハウジングおよびフィルタハウジングを少なくとも確実にロック連結するために
設けられる。別法としてまたは追加として、連結ユニットは、強制力によるロック連結お
よび／または物質間接合で連結するために設けられ得る。連結ユニットは、特に、吸着ハ
ウジングおよび／またはフィルタハウジングと少なくとも部分的に一体に形成される。連
結ユニットは少なくとも１つの連結要素を備え、連結要素は組立状態でフィルタハウジン
グを吸着ハウジングに連結する。連結要素は、特に吸着ハウジングおよび／またはフィル
タハウジングとは別に形成される。連結要素は、好ましくは管状のスリーブとして形成さ
れることが好ましい。連結ユニットは少なくとも１つの連結要素受け部も備え、連結要素
受け部は連結要素を受け入れるために設けられる。連結要素受け部は、フィルタハウジン
グおよび／または吸着ハウジングに陥凹部として形成される。
【００２５】
　水処理装置は、フィルタハウジングおよび吸着ハウジングを互いに隔てかつ少なくとも
吸着ハウジングを少なくとも一方の側から少なくとも部分的に閉鎖する少なくとも１つの
スクリーンユニットを備えることも提案される。スクリーンユニットは特に少なくとも１
つのスクリーンカバーを備え、スクリーンカバーは少なくとも、吸着ユニットをフィルタ
ユニットから隔てるために設けられる。スクリーンカバーは特に、フィルタユニットと吸
着ユニットとの間の水の流れを可能にするために複数の貫通開口部を備える。スクリーン
カバーは、吸着ハウジングに特に確実な係合状態で連結され得る。別法としてまたは追加
として、スクリーンカバーは吸着ハウジングと一体に形成され得る。スクリーンユニット
は特に、少なくとも１つのフリット、好ましくは多孔質フリットも備える。フリットは、
特にスクリーンユニットの吸着ユニットに面する側に配置され、好ましくは吸着ユニット
の汚染を防止するために、特に好ましくは吸着ユニットが吸着ハウジングから脱出しない
ようにするために設けられる。フリットは、特に、好ましく架橋されたプラスチック材料
から、特に少なくとも１つの架橋ポリマー、好適には架橋ポリエチレンから形成される。
別法としてまたは追加として、フリットは吸着ユニットと少なくとも部分的に一体に形成
され得る。特に、これにより損傷しやすいフィルタユニットの保護を改善することができ
る。これは、前記フィルタユニットは、特に吸着ユニットが損傷した場合に吸着ユニット
から出る粒子から保護され得るからである。
【００２６】
　水処理装置はカートリッジを備え、組立状態で吸着ハウジングおよびフィルタハウジン
グはカートリッジ内に配置され、カートリッジは開口部を備え、開口部は、軸線方向を考
慮して周方向に互いに対してオフセットして配置されることも提案される。「軸線方向（
ａｘｉａｌ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）」という用語は、特に、前記カートリッジが好適には
少なくとも３回回転対称性を有する、カートリッジの延びの主方向および／または好まし
くは回転対称軸を意味すると理解されるべきである。物体の「延びの主方向」は、ここで
は特に、物体をちょうど完全に取り囲む最小想像立方体の最長辺と平行に走る方向を意味
すると理解されるべきである。「周方向」は、特に、延びの主方向に対して垂直な方向お
よび／または特にカートリッジの回転対称軸を中心とする回転方向を意味すると理解され
るべきである。特に、開口部は、カートリッジの少なくとも大部分のまわりに周方向に配
置される。開口部は、特に、処理されるべき水がフィルタユニットに対して流れるのを可
能にするように設けられる。カートリッジは好適には他の開口部を備え、他の開口部は、
軸線方向に沿って、特に第１の開口部に対してオフセットされた形で周方向に沿って配置
される。他の開口部は特に、第１の開口部と少なくとも概ね同等に形成される。カートリ
ッジは、特にプラスチック材料から、好ましくはポリプロピレンから、特に好ましくはポ
リプロピレンホモポリマーから形成される。特に、これによりフィルタハウジング内に配
置されるフィルタユニットおよび吸着ハウジング内に配置される吸着ユニットは保護され
得る。特に、水はフィルタユニットに対して特に均一な態様で流れるようにすることがで
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きる。
【００２７】
　水処理装置は、ここでは上述した適用例および実施形態に限定されるものではない。特
に、水処理装置は、本明細書に記載されている動作原理に適合するために、本明細書に指
定されている数とは異なる数の個々の要素、構成要素およびユニットを有することができ
る。加えて、指定された限度内にある値が開示されることも考えられ、本開示に明記され
ている値の範囲から任意に選択可能である。
【００２８】
　図面の下記の説明からさらなる利点が明らかとなろう。図面は、本発明の例示的な諸実
施形態を示す。図面、説明、および特許請求の範囲は、非常に多くの特徴を組み合わせて
含んでいる。当業者であるならば、好適には、上記特徴を個々に考慮し、その特徴を組み
合わせて有用なさらなる組合せも形成するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】水処理装置を有する水処理カートリッジの断面図である。
【図２】水処理装置のカートリッジの分解図である。
【図３】水処理装置の一部の分解図である。
【図４】水処理装置のフィルタユニットの一部の斜視図である。
【図５】水処理装置の吸着ユニットの一部の概略断面図である。
【図６】水処理装置および前置ろ過ユニットを有するシステムの概略断面図である。
【図７】別の水処理装置の断面図である。
【図８】代替的な水処理装置の断面図である。
【図９】別の代替的な水処理装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、水処理装置を有する水処理カートリッジ５７ａの断面図を示す。水処理装置は
、水、特に飲料水から微量汚染物質、特に薬剤を除去するために設けられる。この目的の
ために、水処理カートリッジ５７ａは、水を処理するためのシステム内に設置するために
設けられる。
【００３１】
　図２は、水処理装置のカートリッジ４０ａを示す。カートリッジ４０ａは管状に形成さ
れる。カートリッジ４０ａは円筒ジャケット５８ａを備える。円筒ジャケット５８ａは、
円筒ジャケット５８ａの内部に受入空間６０ａを形成する。受入空間６０ａは、水処理装
置の他のユニットを収容するために使用される。カートリッジ４０ａは開口部４２ａを備
え、開口部４２ａは、軸線方向４４ａに考慮して互いに対して周方向４６ａにオフセット
して配置される。開口部４２ａは、円筒ジャケット５８ａに切抜きによって、特に軸線方
向４４ａに対して垂直な切抜きによって形成される。カートリッジ４０ａはカートリッジ
連結器６２ａを備える。カートリッジ連結器６２ａは、水処理装置を水管路に連結するた
めに設けられる。カートリッジ連結器６２ａは、水処理装置を連結するためのねじ山を備
える。カートリッジ連結器６２ａは、一方の側から、特に軸線方向４４ａに円筒ジャケッ
ト５８ａを閉鎖する。カートリッジ４０ａはカートリッジ端末具６４ａも備える。カート
リッジ端末具６４ａは、他方の側から、特に軸線方向４４ａに円筒ジャケット５８ａを閉
鎖する。カートリッジ４０ａはプラスチック材料から形成される。カートリッジ４０ａは
、好適にはポリプロピレンから、より具体的には特に好ましくはポリプロピレンホモポリ
マー（ＰＰ－Ｈ）から形成される。
【００３２】
　図３は、水処理装置の一部の分解図を示す。水処理装置はフィルタハウジング３２ａを
備える。フィルタハウジング３２ａは組立状態のときにカートリッジ４０ａの受入空間６
０ａに配置される。水処理装置のフィルタユニット１０ａがフィルタハウジング３２ａ内
に少なくとも部分的に配置される。フィルタユニット１０ａは、フィルタユニット１０ａ
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の延びの主方向を考慮してフィルタハウジング３２ａ内に５０％未満程度に配置される。
フィルタハウジング３２ａは中空円筒体として形成される。フィルタハウジング３２ａは
円筒ジャケットを備え、円筒ジャケットは、水処理装置の保持要素２０ａを少なくとも部
分的に取り囲む。水処理装置は吸着ハウジング３４ａも備える。吸着ハウジング３４ａは
組立状態のときにカートリッジ４０ａの受入空間６０ａに配置される。水処理装置の吸着
ユニット１８ａが吸着ハウジング３４ａ内に配置される。吸着ハウジング３４ａは中空円
筒体として形成される。吸着ハウジング３４ａは円筒ジャケットを備え、円筒ジャケット
は吸着ユニット１８ａを少なくとも部分的に取り囲む。水が水処理装置に流される動作状
態では、フィルタハウジング３２ａは、流れ方向を考慮して吸着ハウジング３４ａの上流
側に配置される。
【００３３】
　水処理装置はスクリーンユニット３８ａを備える。スクリーンユニット３８ａは、フィ
ルタハウジング３２ａおよび吸着ハウジング３４ａを互いに隔てる。スクリーンユニット
３８ａはさらに、吸着ハウジング３４ａを少なくとも一方の側から少なくとも部分的に閉
鎖する。スクリーンユニット３８ａはスクリーンカバー６８ａを備える。スクリーンカバ
ー６８ａは、吸着ユニットを一方の側から少なくとも部分的に閉鎖する。スクリーンカバ
ー６８ａはさらに、吸着ユニット１８ａをフィルタユニット１０ａから隔てる。スクリー
ンカバー６８ａは、吸着ハウジング３４ａに確実な係合状態で連結される。スリーンカバ
ー６８ａは、吸着ハウジング３４ａに強制力によるロック態様でかつ／または物質間接合
でも連結され得る。別法としてまたは追加として、スクリーンカバー６８ａは吸着ハウジ
ング３４ａと一体に形成され得る。スクリーンカバー６８ａは複数の貫通開口部を備える
。貫通開口部は、フィルタユニット１０ａと吸着ユニット１８ａとの間で水が流れるよう
設けられる。
【００３４】
　スクリーンユニット３８ａは少なくとも１つのフリット７０ａを備える。フリット７０
ａは平坦である。フリット７０ａは多孔質材料から作製される。フリット７０ａは架橋ポ
リエチレンから作製される。フリット７０ａは、スクリーンユニット３８ａの吸着ユニッ
ト１８ａに面する側に配置される。フリット７０は吸着ハウジング３４ａ内に配置される
。フリット７０ａは、流れの方向を考慮してスクリーンカバー６８ａの後段に、特に吸着
ユニット１８ａの前段に配置される。フリット７０ａは、吸着ユニット１８ａの汚染を防
止するために、好ましくは吸着ユニット１８ａが吸着ハウジング３４ａから少なくとも部
分的に脱落するのを防止するために設けられる。
【００３５】
　スクリーンユニット３８ａは別のスクリーンカバー７２ａを備える。別のスクリーンカ
バー７２ａは、スクリーンカバー６８ａと少なくとも概ね同等に形成される。別のスクリ
ーンカバー７２ａは、吸着ハウジング３４ａと一体に形成される。別のスクリーンカバー
７２ａは吸着ハウジング３４ａとは別に形成され、特に摩擦係合および／または確実な係
合状態で吸着ハウジング３４ａに連結されることが考えられる。別のスクリーンカバー７
２ａは、吸着ハウジング３４ａを少なくとも一方の別の側から少なくとも部分的に閉鎖す
る。別のスクリーンカバー７２ａは、流れの方向を考慮して吸着ユニット１８ａの後段に
配置される。スクリーンユニット３８ａは別のフリット７４ａも備える。別のフリット７
４ａは、第１のフリット７０ａと少なくとも概ね同等に形成される。別のフリット７４ａ
は吸着ハウジング３４ａ内に配置される。別のフリット７４ａは、流れの方向を考慮して
吸着ユニット１８ａの後段に、特に別のスクリーンカバー７２ａの前段に配置される。
【００３６】
　水処理装置は連結ユニット３６ａを備える。連結ユニット３６ａは、組立状態で、吸着
ハウジング３４ａおよびフィルタハウジング３２ａを互いに、特に確実な係合状態で連結
する。別法としてまたは追加として、連結ユニット３６ａは、強制力によるロック連結お
よび／または物質間接合のために設けることもできる。例えば、連結ユニット３６ａは追
加の強制力によるロック連結用のねじ部を備えることが考えられる。連結ユニット３６ａ
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は少なくとも１つの連結要素７６ａを備え、連結要素７６ａは、組立状態で、フィルタハ
ウジング３２ａを吸着ハウジング３４ａに連結する。連結要素７６ａは、吸着ハウジング
３４ａおよび／またはフィルタハウジング３２ａとは別個に形成される。別法としてまた
は追加として、連結要素７６ａは、フィルタハウジング３２ａおよび／または吸着ハウジ
ング３４ａと少なくとも部分的に一体に形成され得る。連結要素７６ａはスリーブとして
形成される。
【００３７】
　連結ユニット３６ａは少なくとも１つの連結要素受け部７８ａを備え、連結要素受け部
７８ａは連結要素７６ａを受け入れるために設けられる。連結要素受け部７８ａは連結要
素７６ａに対応して形成される。連結要素受け部７８ａは、吸着ハウジング３４ａに陥凹
部として形成される。連結ユニット３６ａは別の連結要素受け部８０ａを備える。別の連
結要素受け部８０ａは、連結要素受け部７８ａと少なくとも概ね同等に形成される。別の
連結要素受け部８０ａは、フィルタハウジング３２ａに陥凹部として形成される。
【００３８】
　水処理装置の組立て中に、別のフリット７４ａは吸着ハウジング３４ａ内に配置される
。吸着ユニット１８ａもまた、吸着ハウジング３４ａ内に、特に、流れ方向を考慮して別
のフリット７０ａの後段に配置される。フリット７０ａは、吸着ハウジング３４ａ内に、
特に、流れ方向を考慮して吸着ユニット１８ａの後段に配置される。スクリーンカバー６
８ａは吸着ハウジング３４ａを閉鎖する。フィルタユニット１０ａはフィルタハウジング
３２ａ内に配置される。フィルタハウジング３２ａは、流れ方向を考慮して吸着ハウジン
グ３４ａの後段に配置される。連結ユニット３６ａは、吸着ハウジング３４ａおよびフィ
ルタハウジング３２ａを連結する。連結要素７６ａは連結要素受け部７８ａに係合する。
連結要素７６ａは別の連結要素受け部８０ａに係合する。フィルタハウジング３２ａおよ
び吸着ハウジング３４ａはカートリッジ４０ａの受入空間６０ａに配置される。円筒ジャ
ケット５８ａはカートリッジ端末具６４ａによって閉鎖される。円筒ジャケット５８ａは
カートリッジ連結器６２ａにも連結される。カートリッジ４０ａは外側ハウジング８２ａ
内に配置することもできる（図６参照）。
【００３９】
　フィルタユニット１０ａの一部が図４に概略的に示されている。フィルタユニット１０
ａは、水処理装置の動作状態で水を少なくとも１回ろ過をするために設けられる。フィル
タユニット１０ａは膜フィルタユニットとして形成される。フィルタユニット１０ａは少
なくとも１つのフィルタ要素１２ａを備える。フィルタユニット１０ａは特に多数のフィ
ルタ要素１２ａ、２２ａを備えるが、明瞭にするために図４には互いに同等の２つのフィ
ルタ要素１２ａ、２２ａだけが示されている。フィルタ要素１２ａは管状である。フィル
タ要素１２ａはフィルタ膜として形成される。フィルタ膜は中空繊維フィルタ膜である。
フィルタ要素１２ａは壁を備える。壁はフィルタ膜を形成する。壁はフィルタ要素１２ａ
の中空チャンネルを画す。フィルタ要素１２ａは第１の端部分１４ａおよび第２の端部分
１６ａを備える。端部分１４ａ、１６ａは、フィルタ要素１２に沿って最大で５ｃｍにわ
たって延びる。端部分１４ａ、１６ａは、水処理装置の保持要素２０ａによって互いに対
して固定的に配置される。フィルタ要素１２ａの端部分１４ａ、１６ａは保持要素２０ａ
に固定的に連結される。保持要素２０ａはフラットブロックとして形成される。保持要素
２０ａは、物質間接合によってフィルタハウジング３２ａに連結される。保持要素２０ａ
は、好適にはバインダ８６ａから形成される。バインダ８６ａはエポキシ樹脂である。別
のバインダ８６ａ、例えば接着剤および／またはプラスチック材料が使用され得ることも
考えられる。端部分１４ａ、１６ａは、フィルタ要素１２ａを組み立てる前に、バインダ
８６ａがフィルタ要素１２ａ、特にフィルタ要素１２ａの壁を汚染しないように密封され
る。組立て中に、フィルタハウジング３２ａはバインダ８６ａで充填される。フィルタ要
素１２ａの端部分１４ａ、１６ａはバインダ８６ａ内に配置され、その際、バインダ８６
ａはまだ液体である。バインダ８６ａは、保持要素２０ａを形成するように硬化される。
硬化したバインダ８６ａは、フィルタ要素１２ａの端部分１４ａ、１６ａの開口部が露出
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されるように研磨される。
【００４０】
　フィルタ要素１２ａは組立状態で少なくとも一部が湾曲され、特にループ形状を有する
。フィルタ要素１２ａは、フィルタ要素１２ａの端部分１４ａ、１６ａが０°～９０°の
内角を囲むように湾曲される。この場合、端部分１４ａ、１６ａは、フィルタ要素１２ａ
が好ましくはＵ字形状に湾曲されるように、互いに少なくとも略平行または好ましくは逆
行状態である。この場合、内角はその結果として概ね０°である。フィルタ要素１２ａは
特に主広がり面２４ａを有する。フィルタ要素１２ａは、フィルタ要素１２ａの全範囲に
わたって主広がり面２４ａで横切られる。
【００４１】
　フィルタユニット１０ａは少なくとも１つの別のフィルタ要素２２ａも備える。別のフ
ィルタ要素２２ａは、フィルタ要素１２ａと少なくとも概ね同等に形成され、特にフィル
タ要素１２ａと同等に形状を定められ、好適には保持要素２０ａに同等に固定される。フ
ィルタ要素１２ａおよび別のフィルタ要素２２ａは互いに長さが異なる。別のフィルタ要
素２２ａは、フィルタ要素１２ａを少なくとも部分的に取り囲む。別のフィルタ要素２２
ａは別の主広がり面２６ａを有する。組立状態で、別のフィルタ要素２２ａの別の主広が
り面２６ａは、フィルタ要素１２ａの主広がり面２４ａとは異なる。フィルタ要素１２ａ
の主広がり面２４ａおよび別のフィルタ要素２２ａの別の主広がり面２６ａは、互いに或
る角度をなして配置される。この場合、フィルタ要素１２ａの主広がり面２４ａおよび別
のフィルタ要素２２ａの別の主広がり面２６ａは、互いに対して少なくとも概ね垂直であ
る。主広がり面２４ａ、２６ａは、互いに別の角度、特に２０°～１６０°をなして配置
することもでき、あるいは、互いに少なくとも略平行に配置することもできる。
【００４２】
　フィルタユニット１０ａは、フィルタ要素１２ａの群２８ａ（図１参照）も備える。フ
ィルタ要素１２ａの群２８ａは少なくとも１つの追加フィルタ要素１２ａ、特に複数の追
加フィルタ要素１２ａを備え、少なくとも１つ／複数の追加フィルタ要素１２ａは、フィ
ルタ要素１２ａと少なくとも概ね同等に形成される。群２８ａのフィルタ要素１２ａは、
特に水処理装置のメッシュによって束ねられる。フィルタユニット１０ａは、別のフィル
タ要素２２ａの別の群３０ａ（図２参照）も備える。別のフィルタ要素２２ａの別の群３
０ａは少なくとも１つの追加別のフィルタ要素２２ａ、特に複数の追加別のフィルタ要素
２２ａを備え、これらの１つ／複数の追加別のフィルタ要素２２ａは、別のフィルタ要素
２２ａと少なくとも概ね同等である。群３０ａのフィルタ要素２２ａは、特に水処理装置
の別のメッシュによって束ねられる。別法としてまたは追加として、フィルタユニット１
０ａは、群２８ａ、３０ａまたは追加の群のうちの１つだけを備えることができる。
【００４３】
　図５に、吸着ユニット１８ａは断面図で概略的に示されている。吸着ユニット１８ａは
非特異的吸着要素５０ａを備える。吸着ユニット１８ａは、少なくとも１０％程度、最大
で９８％程度の非特異的吸着要素５０ａからなり得る。この場合、吸着ユニット１８ａは
、８０％程度の非特異的吸着要素５０ａからなる。特に、吸着ユニット１８ａは、別の値
１０％～９８％程度の非特異的吸着要素５０ａからなることもできる。
【００４４】
　非特異的吸着要素５０ａは少なくとも１つの有機吸着体を備える。この場合、有機吸着
体は活性炭である。有機吸着体は、ここでは円柱ブロックの形で存在する。有機吸着体は
活性炭、特に焼結粒状活性炭である。別法としてまたは追加として、有機吸着体は、充填
物の形で、特に粒状の形で存在することができる。非特異的吸着要素５０ａは本体５４ａ
を備える。本体５４ａは、吸着ユニット１８ａをかなりの程度まで形成する。吸着ユニッ
ト１８ａは吸着体を備え、吸着体は吸着ユニット１８ａの本体５４ａを少なくとも部分的
に形成する。この場合は、有機吸着体が本体５４ａを少なくとも部分的に形成する。別法
として、有機吸着体は本体５４ａを完全に形成することができる。
【００４５】
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　非特異的吸着要素５０ａは少なくとも１つの鉱物吸着体も備える。非特異的吸着要素５
０ａは少なくとも５％～２０％程度の鉱物吸着体を備える。この場合、非特異的吸着要素
５０ａは５％程度の鉱物吸着体を備える。この場合、鉱物吸着体はベントナイトである。
鉱物吸着体もまた、非特異的吸着要素５０ａの本体５４ａを少なくとも部分的に形成する
。別法としてまたは追加として、非特異的吸着要素５０ａは、鉱物吸着体として珪藻土、
シリカゲル、アルミナおよび／または酸化亜鉛を含むことができる。
【００４６】
　吸着ユニット１８ａは特異的吸着要素５２ａを備える。吸着ユニット１８ａは、少なく
とも２％程度、最大で９０％の特異的吸着要素５２ａからなり得る。この場合、吸着ユニ
ット１８ａは、２０％程度の特異的吸着要素５２ａからなる。特に、吸着ユニット１８ａ
は、別の値２％～９０％程度の特異的吸着要素５２ａからなることもできる。特異的吸着
要素５２ａは少なくとも１つの吸着体を備える。別法としてまたは追加として、吸着ユニ
ット１８ａの本体５４ａは、少なくとも部分的に特異的吸着体で形成され得る。
【００４７】
　特異的吸着要素５２ａは、架橋官能化有機ポリマーなどの逆相吸着体を少なくとも１つ
含む。特異的吸着要素５２ａは、好ましくは逆相吸着体として架橋エチレンビニルベンゼ
ンを含む。特異的吸着要素５２ａは少なくとも１つのイオン交換吸着体をさらに備える。
イオン交換吸着体は、陽イオン交換体または陰イオン交換体として形成され得る。この場
合、イオン交換吸着体は陰イオン交換体として形成される。イオン交換吸着体はアガロー
スであり、アガロースは、アンモニウム基、好ましくは第４級アンモニウム基、特に好ま
しくはジエチルアミノエチル（ＤＥＡＥ）によって官能化される。特異的吸着要素５２ａ
は少なくとも１つの吸着体も含み、この吸着体は水素ブリッジによる吸着のために設けら
れる。この場合、水素ブリッジによる吸着のために設けられる吸着体は、線状および／ま
たは架橋ポリビニルピロリドン（ＰＶＰＰ）である。特異的吸着要素５２ａは少なくとも
１つの錯化剤吸着体も備える。この場合、錯化剤吸着体はエリテンジアミン四酢酸（ＥＤ
ＴＡ）である。別法としてまたは追加として、特異的吸着体５２ａは別の特異的吸着体を
備えることができる。
【００４８】
　非特異的吸着要素５０ａおよび特異的吸着要素５２ａは互いに少なくとも部分的に接触
する。非特異的吸着要素５０ａおよび特異的吸着要素５２ａは互いに中に少なくとも部分
的に配置され、特に互いに混合される。
【００４９】
　動作状態では、清浄にされるべき水が水処理装置全体に流される（図１参照）。水が水
処理装置に入る方向は、特に、水が水処理装置から出る方向に対して少なくとも略垂直で
ある。水は、カートリッジ４０ａの開口部から水処理装置に、特に軸線方向４４ａに対し
て少なくとも略垂直に流入する。水は、フィルタユニット１０ａにも軸線方向４４ａに対
して少なくとも略垂直に流出する。水は、フィルタ要素１２ａ、特にフィルタ要素１２ａ
の壁を少なくとも部分的に通過する。水は壁によってろ過される。水はフィルタ要素１２
ａの内側に、特に中空チャンネル内に集まる。中空チャンネルは、水を吸着ユニット１８
ａの方向に誘導する。水は吸着ユニット１８ａ内に、特に軸線方向４４ａに流通する。水
に含まれている微量汚染物質は吸着ユニット１８ａによって吸着される。水は、カートリ
ッジ連結器６２ａを通って水処理装置から特に軸線方向４４ａに流出する。
【００５０】
　図６は、水処理装置および前置ろ過ユニット５６ａを有するシステムを示す。前置ろ過
ユニット５６ａは、流れ方向に対して水処理装置の上流側に配置される。このシステムは
、水管路内の設置のために設けられる。前置ろ過ユニット５６ａは、フィルタ膜を有する
精密ろ過ユニットとして形成され、サイズが少なくとも５μｍの粗い塵埃粒子を捕らえる
ために設けられる。代替実施形態では、他のサイズ、例えば２０μｍを有する粗い塵埃粒
子を捕らえるのに適したフィルタ膜が使用され得る。次いで、微量汚染物質は水処理装置
内で除去される。
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【００５１】
　水処理装置は外側ハウジング８２ａ内に配置される。外側ハウジング８２ａは、水管路
に連結するためのねじ山を有する出口を備える。前置ろ過ユニット５６ａは別の外側ハウ
ジング８４ａ内に配置される。別の外側ハウジング８４ａは、水管路に連結するためのね
じ山を有する連結器を備える。前置ろ過ユニット５６ａおよび水処理装置は、別の外側ハ
ウジング８４ａに入った水が最初に前置ろ過ユニット５６ａを通過し、次いで外側ハウジ
ング８２ａの中に流入し、そこで水が水処理装置によって処理されるように互いに対して
配置される。
【００５２】
　本発明の他の例示的な実施形態が図７～図９に示されている。下記説明および図面は、
根本的に例示的な諸実施形態の間の違いに限定され、原則として、同様に示されている構
成要素に関して、特に類似の参照符号を有する構成要素に関して他の例示的な実施形態の
図面および／または説明、特に図１～図６を参照することもできる。例示的な諸実施形態
を区別するために、文字「ａ」は、図１～図６では例示的な実施形態の参照符号の次にく
る。文字「ａ」は、図７～図９では文字「ｂ」～文字「ｄ」で置き換えられる。
【００５３】
　図７は別の水処理装置を示す。図７の例示的な実施形態は、水処理装置の吸着ユニット
１８ｂが上述の例示的な実施形態とは少なくとも根本的に異なる。この場合、吸着ユニッ
ト１８ｂは少なくとも略管状である。吸着ユニット１８ｂは管壁８８ｂを有する。管壁８
８ｂは管チャンネル９０ｂを形成する。動作状態では、処理されるべき水は、軸線方向４
４ｂに対して少なくとも略垂直に吸着ユニット１８ｂ内に流通する。水は、フィルタユニ
ット１０ｂから軸線方向４４ｂに管チャンネル９０の中に誘導される。管チャンネル９０
ｂは、水が軸線方向４４ｂに対して少なくとも略垂直に吸着ユニット１８ｂの管壁８８ｂ
を貫いて流通するように、一端部を閉鎖される。水が管壁８８ｂを通過した後、水は吸着
ハウジング３４ｂに流通する。吸着ハウジング３４ｂは水を軸線方向４４ｂに偏向する。
【００５４】
　図８は代替的な水処理装置を示す。図８の例示的な実施形態は、水処理装置のフィルタ
ユニット１０ｃが管状であるという点で前の例示的な諸実施形態とは少なくとも根本的に
異なる。フィルタユニット１０ｃは管壁９２ｃを備える。管壁９２ｃは、フィルタユニッ
ト１０ｃのフィルタ要素１２ｃの群２８ｃによって少なくとも部分的に形成される。フィ
ルタ要素１２ｃは円形に配置される。フィルタ要素１２ｃがその中に配置される、水処理
装置の保持要素２０ｃは円板として形成される。円板は開口部を有する。管壁９２ｃは管
チャンネル９４ｃを形成する。水処理装置の吸着ハウジング３４ｃが管チャンネル９４ｃ
内に配置される。フィルタユニット１０ｃがその中に少なくとも部分的に配置されるフィ
ルタハウジング３２ｃは軸線方向４４ｃに閉鎖される。水が動作状態でフィルタ要素１２
ｃから軸線方向４４ｃに流出すると、水はフィルタハウジング３２ｃによって逆方向に偏
向される。水は、保持要素２０ｃの開口部から吸着ハウジング３４ｃに特に軸線方向４４
ｃに流入する。
【００５５】
　図９は別の代替的な水処理装置を示す。図９の例示的な実施形態は、水処理装置の吸着
ユニット１８ｄが流れの方向に対して水処理装置のフィルタユニット１０ｄの上流側に配
置されるという点で前の例示的な諸実施形態とは少なくとも異なる。この場合、水処理装
置は、吸着ハウジングの代わりに可撓性吸着ケーシング９６ｄを備える。吸着ケーシング
９６ｄは特に管状袋として形成される。吸着ケーシング９６ｄは不織布などの材料から形
成される。水処理装置の吸着ユニット１８ｄは吸着ケーシング９６ｄ内に配置される。こ
の場合、吸着ケーシング９６ｄは水処理装置のフィルタハウジング３２ｄも取り囲む。こ
の場合、フィルタハウジング３２ｄは軸線方向４４ｄに対して垂直に透水性である。フィ
ルタハウジング３２ｄは、フィルタユニット１０ｄと吸着ユニット１８ｄとの間の空間と
して機能する。フィルタユニット１０ｄはフィルタ要素１２ｄの群２８ｄを備える。フィ
ルタ要素１２ｄは真っすぐである。この場合、水処理装置は、フィルタ要素１２ｄの端部
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【図１】 【図２】
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【図５】
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